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＊欠席者は必ず後日、確認しておくこと。

＜議事内容＞

1. 褥瘡発生者の確認
2. 次年度について

1.褥瘡発生者の確認

　東病棟　

・木村　美智子様～R3.3.4　左臀部発生　8点→26点
　　　　　　　　　処置：ソフラチュール貼付
　　　　　　　　　食事：絶食（点滴2本/日）
4/28死亡退院のため未治癒

現在褥瘡者　0名

　南病棟　
・三上　ミヨ様～R2.9.28　左外果部発生　15点→13点
　　　　　　　　処置：テラマイシン軟膏+ガーゼ保護
　　　　　　　　　食事：ミキサー　メイバランスミニ（1-0-1）数口～2/3、点滴1本/日

現在褥瘡者　1名
　西病棟　
現在褥瘡者　なし
　北病棟　

現在褥瘡者　なし

　南山苑　

・柳杭田　かつ子様～H31.3.4　背部発生　→3点　良性肉芽90％以上。ポケットなし。

　　　　　　　　　　　処置：ゲンタマイシン軟膏+イソジンシュガー+ガーゼ保護+テーピング療法
食事：経管栄養（朝CZ2-昼MA1-夕MA2）
　現在褥瘡者　　1名

　南寿の里　

現在褥瘡者　　なし

　南風苑　
　現在褥瘡者　なし
2.次年度について
　・今年度、褥瘡発生者の人数は前年度と比較して少なかった。今後は予防にも力を入れていく必要がある。
　・次年度、委員が変わる部署は書類作成などの引継ぎを行って下さい。
　・5/16以降は書類の押印は次年度委員長の上野さんへ依頼して下さい。
